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１　令和２年中の災害発生状況　

（１）人的被害

　　　軽傷者１６人

（２）住家被害

　　　床下浸水３棟

第１表　令和２年中の災害発生状況

豪雨 豪雨 豪雨 豪雨 地震 大雪 大雪

6月10日～16日 6月27日～28日 7月8日 7月10日～14日 9月4日 12月19日～20日 12月31日

人 0

人 0

人 0

人 13 2 1 16

棟 0

棟 0

棟 0

棟 0

棟 3 3

棟 0

棟 0

ha 0

ha 0

ha 0

ha 0

箇所 0

箇所 0

箇所 3 1 1 5

箇所 0

箇所 5 5

公共建物
非住家

冠　　　水

流失・埋没

田

橋りょう

その他

学　　校

流失・埋没

冠　　　水

住

家

被

害

全壊

半壊

一部破損

床下浸水

床上浸水

負
傷
者

重　傷

区分

人
的
被
害

死　　　者

軽　傷

病　　院

道　　路

第１章　災害の発生状況

畑

計
災害名

行方不明者

河　　川

そ

の

他

発生年月日
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豪雨 豪雨 豪雨 豪雨 地震 大雪 大雪

6月10日～16日 6月27日～28日 7月8日 7月10日～14日 9月4日 12月19日～20日 12月31日

箇所 0

箇所 4 4

箇所 0

箇所 0

箇所 0

隻 0

戸 0

回線 0

戸 0

戸 0

件 0

件 0

件 0

世帯 0

人 0

千円 0

千円 5,023 5,023

千円 115,294 43,407 71,287 229,988

千円 0

団体 4 1 1 6

千円 0

千円 120,317 43,407 71,287 235,011

1 1

人 0

人 0

災害救助法適用市町

消防職員出動延人数

被害総額

都 道 府 県 設　置

災害対策本部 解　散

災害対策本部設置市町

消防団員出動延人数

公立文教施設

農林水産業施設

公共施設被害市町村数

被害船舶

ガ　　ス

砂　　防

清掃施設

公共土木施設

その他の公共施設

り災世帯数

り災者数

火
災
発
生

その他被害

計

そ

の

他

　　　　　　　　災害名

水　　道

その他

区分

港　　湾

電　　話

電　　気

鉄道不通

崖くずれ

建　物

危険物

発生年月日発生年月日
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２ 過去５年間の災害発生状況（平成２８年～令和２年） 

 
年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2015 

(平27) 

12.17 

 

～ 

 

2016 

(平28) 

2.29 

 

大雪 (1)人的被害 軽傷      4 人 12 月は低気圧の通過や冬型の気圧配置の影

響で曇りや雨の日が多く、1 月 24 日から 25

日にかけて嶺北中心に、2 月中頃は嶺南中心に

一時的に冬型の気圧配置が強まって大雪と

なった。 

（日最大降雪量（2016 年 1 月～2 月）） 

福井  36 cm 1 月 24 日 

敦賀  21 cm 2 月 16 日 

九頭竜 35 cm 1 月 19 日 

大野  34 cm 1 月 24 日 

武生  26 cm 1 月 25 日 

今庄  50 cm 1 月 25 日 

小浜  15 cm 2 月 16 日 

（最深積雪（2016 年 1 月～2 月）） 

福井  47 cm 1 月 26 日 

敦賀  21 cm 2 月 16 日 

九頭竜 87 cm 1 月 25 日 

大野  57 cm 1 月 25 日 

武生  39 cm 1 月 25 日 

今庄  59 cm 1 月 25 日 

小浜  27 cm 2 月 16 日 

 

 

2016 

(平28) 

4.17 

暴風 (1)人的被害 軽傷        2 人 

(2)その他被害     15,075 千円 

華中で前線上に発生した低気圧が、発達し

ながら北東に進み、17 日未明には朝鮮半島に、

その後も発達しながら日本海を北東に進み 17

日夜には北海道西海上に進んだ。この低気圧

の影響で福井県内では、16 日夜から風が強ま

り、17 日昼過ぎにかけて非常に強い風を観測

した所があった。 

（日最大風速（17 日）） 

三国 21.2m/s(南)  10 時 35 分 

敦賀 20.0m/s(南南東)06 時 41 分 

（日最大瞬間風速（17 日）） 

敦賀 32.9m/s(南南東)08 時 08 分 

三国 30.1m/s(南)  11 時 13 分 

 

 

2016 

(平28) 

5.3 

暴風 (1)人的被害 重傷       2 人 

          軽傷       3 人 

(2)住家被害 一部破損    10 棟 

(3)非住家被害 その他     3 棟 

(4)農林水産業施設被害 

   15,000 千円 

(5)その他の公共施設被害 

                   854 千円 

(6)その他被害      6,800 千円 

黄河下流で発生した低気圧は、ボッ海から

黄海付近を通過し、中国東北区を進んだ 3 日

昼頃にかけて急速に発達し、その後は東北東

進した。この低気圧からのびる寒冷前線が、3

日夜から 4 日未明にかけて北陸地方を通過し

た影響で、福井県内では、3 日未明から風が強

まり、夜遅くかけて非常に強い風を観測した

所があった。 

（日最大風速（3 日）） 

敦賀 22.9m/s(南南東)20 時 15 分 

三国 21.7m/s(南南東)22 時 05 分 

（日最大瞬間風速（3 日）） 

敦賀 35.8m/s(南東) 11 時 17 分 

三国 31.6m/s(南南東)21 時 57 分 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2016 

(平28) 

6.25 

大雨 (1)農林水産業施設被害 

   9,757 千円 

前線を伴った低気圧が日本海を北東進した

影響で、嶺北を中心に大雨となり強い雨を観

測した所があった。 

（日最大 1 時間降水量（26 日）） 

三国 42.0mm 05 時 33 分 

 

 

 

2016 

(平28) 

9.20 

台風 

16号 

(1)住家被害 床上浸水     1 棟 

一部破損     1 棟 

(2)公共土木施設被害 

  224,135 千円 

(3)その他被害      1,136 千円 

(4)災害対策本部設置市町 

   敦賀市、池田町 

台風 16 号が、太平洋沿岸を北東進した影響

で、福井県では、19 日から 20 日にかけて雨が

降り、強い雨を観測した所があった。 

（日最大 1 時間降水量（20 日）） 

敦賀  33.5mm 14 時 46 分 

九頭竜 28.5mm 16 時 11 分 

小浜  28.5mm 13 時 24 分 

（日降水量（20 日）） 

九頭竜 117.0mm、大飯 109.5mm 

 

 

 

2016 

(平28) 

10.5 

台風 

18号 

(1)人的被害 軽傷        2 人 

(2)その他被害        300 千円 

台風 18 号が、対馬海峡から山陰沖を通過し

能登半島沖に進んだ影響で、福井県では、5 日

昼前から風が強まり、5 日夜遅くにかけて強い

風を観測した所があった。 

（日最大風速（5 日）） 

敦賀 16.0m/s(南南東)16 時 10 分 

三国 18.4m/s(南)  19 時 31 分 

（日最大瞬間風速） 

三国 26.4m/s(南)  19 時 25 分 

敦賀 25.3m/s(南南東)15 時 52 分 

 

 

2017 

(平29) 

8.7～8 

 

 

台 風 5

号 

(1)住家被害  全壊      1 棟 

床下浸水   3 棟 

(2)非住家被害 その他    1 棟 

(3)その他被害 道路    3 箇所 

(4)その他被害 河川    24 箇所 

(5)その他被害 港湾     2 箇所 

(6)その他被害 砂防     5 箇所 

(7)公共土木施設被害 

    393,080 千円 

(8)災害対策本部設置市町 

   小浜市 

台風第 5 号は、四国の南を通り、7 日 15 時

半頃に暴風域を伴ったまま和歌山県北部に上

陸した。上陸後は近畿地方を北東に進み 8 日

には石川県白山市付近を通過した影響で、福

井県では、7 日から 8 日にかけて断続的に強い

雨が降った。 

8 日は激しい雨を観測した所もあり、7 日 00

時から 8 日 24 時にかけての総降水量は、奥越、

嶺南を中心に 200mm を超えた所があった。 

（日最大 1 時間降水量（8 日）） 

美山 41.0mm 06 時 45 分 

小浜 35.0mm 00 時 55 分 

（7 日～8 日の期間降水量） 

九頭竜 223.5mm、敦賀 207.5mm 

 

 

2017 

(平29) 

8.12 

 

 

大雨 (1)住家被害  床下浸水    1 棟 

(2)非住家被害 その他     1 棟 

(3)その他被害 道路     1 箇所 

(4)公共土木施設被害 

20,496 千円 

(5)災害対策本部設置市町 

   高浜町 

 

 

気圧の谷や湿った空気の影響で、嶺南では

激しい雨を観測した所があった。 

（日最大 1 時間降水量（12 日）） 

大飯 45.5mm 04 時 14 分 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2017 

(平29) 

8.25 

 

 

大雨 (1)住家被害  床下浸水    5 棟 

(2)非住家被害 その他     1 棟 

(3)その他被害 砂防    1 箇所 

(4)公共土木施設被 16,588 千円 

(5)災害対策本部設置市町 

   永平寺町 

低気圧から伸びる前線が北陸地方を南下し

たため、雷を伴って激しい雨の降った所が

あった。 

 

（日最大 1 時間降水量（25 日）） 

勝山 42.0mm 10 時 03 分 

大野 39.0mm 11 時 00 分 

福井 34.5mm 09 時 45 分 

春江 34.0mm 09 時 27 分 

 

2017 

(平29) 

9.18 

 

 

台 風 18

号 

(1)住家被害  床下浸水    5 棟 

(2)非住家被害 その他    1 棟 

(3)その他被害 港湾    1 箇所 

(4)その他被害 砂防    1 箇所 

(5)電気被害          31 戸 

(4)公共土木施設被 

275,419 千円 

台風第18 号が、兵庫県明石市付近に上陸し

た後、17日夜遅くから18日未明にかけて福井

県を通過した影響で、福井県では激しい雨の

降った所があった。 

また、台風が最も接近した17日夜遅くから

風が強まり、18日未明に強い風を観測した所

があった。 

（日最大 1 時間降水量（18 日）） 

越廼 43.5mm 00 時 12 分 

（日最大 1 時間降水量（17 日）） 

大飯  38.0mm 23 時 34 分 

三国  37.5mm 23 時 16 分 

九頭竜 35.0mm 23 時 25 分 

（17 日～18 日の期間降水量） 

大飯 114.5mm、小浜 112.5mm 

（日最大風速（18 日）） 

敦賀 17.2m/s(北西)00 時 32 分 

小浜 16.8m/s(北西)00 時 49 分 

（日最大瞬間風速（18 日）） 

敦賀 26.2m/s(北西) 00 時 24 分 

小浜 30.6m/s(北北西)00 時 40 分 

 

2017 

(平29) 

10.22 ～

23 

 

 

台 風 21

号 

(1)人的被害 重傷         1 人 

          軽傷           4 人 

(2)住家被害 全壊         1 棟 

            半壊         6 棟 

一部破損   609 棟 

床上浸水     5 棟 

床下浸水    57 棟 

(3)非住家被害 公共施設   9 棟 

           その他      87 棟 

(4)その他被害 学校    20 箇所 

(5)その他被害 病院     1 箇所 

(6)その他被害 道路   127 箇所 

(7)その他被害 橋りょう 1 箇所 

(8)その他被害 河川    89 箇所 

(9)その他被害 港湾    4 箇所 

(10)その他被害 砂防   31 箇所 

(11)その他被害 清掃施設 

2 箇所 

(12)その他被害 崖くずれ 

4 箇所 

(13)その他被害 被害船舶  9 隻 

(14)電話被害         4 回線 

(15)電気被害        7,545 戸 

(16)公共文教施設被害 

15,912 千円 

台風第 21 号が、静岡県御前崎市付近に上陸

した後、東海地方および関東地方を北東に進

んだ影響で、福井県では激しい雨を観測した

所があった。 

台風が最も接近した 22 日夜遅くから 23 日

未明にかけて、非常に強い風を観測した所が

あった。 

（日最大 1 時間降水量（22 日）） 

大飯 38.0mm 22 時 33 分 

越廼 34.5mm 23 時 21 分 

（日最大 1 時間降水量（23 日）） 

大飯 31.0mm 00 時 01 分 

（22 日～23 日の期間降水量） 

大飯 304.0mm、小浜 279.0mm 

今庄 253.0mm、 

（日最大風速（23 日）） 

春江 23.1m/s(北)01 時 47 分 

今庄 22.5m/s(北)02 時 43 分 

小浜 20.3m/s(北)01 時 04 分 

（日最大瞬間風速（23 日）） 

春江 33.4m/s(北)01 時 44 分 

今庄 36.8m/s(北)02 時 37 分 

小浜 38.8m/s(北)02 時 07 分 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

(17)農林水産業施設被害 

479,172 千円 

(18)公共土木施設被害 

4,124,326 千円 

(19)その他の公共施設被害 

                 129,904 千円 

(20)その他被害   592,067 千円 

(21)災害対策本部設置市町 

    敦賀市、小浜市、鯖江市、 

越前市、永平寺町、越前町、 

高浜町、おおい町 

 

2018 

(平30) 

1.12～14 

大雪 (1)人的被害 死者     1 人 

          重傷     4 人 

軽傷     8 人 

(2)住家被害 一部損壊   1 棟 

(3)農産被害    24,314 千円 

 

1 月中旬から 2 月中旬にかけて、強い寒気が

周期的に入った。 

特に、2 月 3 日から 8 日は強い冬型の気圧配

置が続いたため、嶺北を中心に記録的な大雪

となった。 

嶺北では 5日夜遅くから 6日昼前にかけて 1

時間に 5cm を超える強い雪が断続的に降り、6

日 10 時までの 12 時間で 50cm 前後の降雪量を

観測した所があった。 

7 日 15 時には福井市の積雪がこの期間の最

深の 147cm に達し、昭和 56 年の豪雪（196cm）

以来の大雪となった。 

8 日午後から 10 日は一時的に冬型の気圧配

置は緩んだが、11 日から 13 日前半にかけて再

び冬型の気圧配置が強まり、嶺北中心に大雪

となった。 

（最深積雪（2017 年 12 月～2018 年 2 月）） 

福井  147cm（2 月 7 日） 

武生  130cm（2 月13日） 

大野  177cm（2 月13日） 

九頭竜 301cm（2 月13日） 

今庄  162cm（2 月13日） 

敦賀   57cm（2 月 8 日） 

小浜   48cm（2 月 8 日） 

（大雪警報発表日） 

1 月11日、1 月12日、1 月13日、1 月24日、 

2 月 4 日、2 月 5 日、2 月 6 日、2 月 7 日、 

2 月 8 日、2 月12日、2 月13日 

2018 

(平30) 

1.24～29 

大雪 (1)人的被害 重傷     6 人 

            軽傷     1 人 

(2)その他 学校     1 箇所 

 

 

2018 

(平30) 

2.5～22 

大雪 (1)人的被害 死者     12 人 

重傷     26 人 

軽傷     94 人 

(2)住家被害 全壊      1 棟 

            半壊         6 棟 

          一部破損   542 棟 

床下浸水     7 棟 

(3)非住家被害 公共建物   6 棟 

           その他  121 棟 

(4)その他 学校     26 箇所 

(5)その他 道路     1 箇所 

(6)その他 橋梁     1 箇所 

(7)公立文教施設被害 

5,627 千円 

(8)農林水産業施設被害 

205,417 千円 

(9)公共土木施設被害 

309,201 千円 

(10)その他公共施設被害 

35,588 千円 

(11)その他被害 1,027,460 千円 

(12)災害対策本部設置市町 

福井市、大野市、勝山市、 

鯖江市、あわら市、越前市、

坂井市、永平寺町 

 

 

2018 

(平30) 

3.5 

大雪 (1)人的被害 死者     1 人 

(2)住家被害 一部破損   1 棟 

 

2018 

(平30) 

3.8 

融雪 (1)その他 道路      1 棟 

(2)公共土木施設被害 

19,051 千円 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2018 

(平30) 

3.22～23 

融雪 (1)その他 道路           1 棟 

(2)公共土木施設被害 

17,722 千円 

 

 

 

2018 

(平30) 

7.4～12 

大雨 (1)住家被害 一部破損   4 棟 

床上浸水   3 棟 

床下浸水   18 棟 

(2)非住家被害 その他   1 棟 

(3)その他 学校     2 箇所 

(4)その他 道路     26 箇所 

(5)その他 河川     37 箇所 

(6)その他 港湾     15 箇所 

(7)その他 崖崩れ    2 箇所 

(8)電気被害        24 戸 

(9)公立文教施設被害  450 千円 

(10)農林水産業施設被害 

 101,733 千円 

(11)公共土木施設被害  

2,638,337 千円 

(12)その他の公共施設被害 

458 千円 

(13)その他被害   1,157 千円 

(14) 災害対策本部設置市町 

敦賀市、大野市、あわら市、

越前市、永平寺町、 

南越前町、越前町、高浜町 

4 日は台風第 7 号が日本海を北東に進み、そ

の後、8 日にかけて梅雨前線が本州付近に停滞

した。 

日本付近には暖かく湿った空気が供給され

続けたため、西日本を中心に全国的に広い範

囲で記録的な大雨となった。 

福井県では、多い所では 4 日から 8 日まで

の総降水量が 400mm を超える大雨となった。 

（4 日から 8 日までの総降水量） 

九頭竜 424.5mm、三国 417.0mm、越廼 330.0mm 

三国、越廼、勝山、武生、今庄、美浜、大

飯では 7 月の日降水量の極値を更新した。 

（極値を更新したアメダス） 

三国(7 日：164mm)、越廼(7 日：193mm)、 

勝山(5 日：178mm)、武生(5 日：183mm)、 

今庄(5 日：161mm)、美浜(5 日：131.5mm)、 

大飯(7 日：151mm) 

平成 30 年 6 月 28 日以降の台風第 7 号や梅

雨前線の影響によって、西日本を中心に全国

的に広い範囲で記録的な大雨となり、全国各

地で甚大な被害が発生したことを踏まえ、気

象庁は、この大雨の名称を「平成 30 年 7 月豪

雨」と定めた。 

 

 

 

 

2018 

(平30) 

8.24 

台風 

20号 

(1)人的被害 軽傷     3 人 

(2)住家被害 一部破損   24 棟 

(3)非住家被害 公共建物  1 棟 

           その他   1 棟 

(4)田 冠水       3.0ha 

(5)その他 学校     2 箇所 

(6)その他 道路     17 箇所 

(7)その他 鉄道不通   1 箇所 

(8)その他 被害船舶    3 隻 

(9)電気被害       20 戸 

(10)公立文教施設被害 

1,296 千円 

(11)農林水産業施設被害 

146 千円 

(12)公共土木施設被害 

20,992 千円 

(13)その他の公共施設被害 

715 千円 

(14)その他被害   1,100 千円 

(15)災害対策本部設置市町 

小浜市、鯖江市 

 

 

 

台風第 20 号は、23 日は、四国の南海上を北

上し、強い勢力で暴風域を伴ったまま 23 日 21

時頃に徳島県南部に上陸した。その後も暴風

域を伴ったまま四国から近畿地方を北上し、

24 日 2 時に日本海に抜けた後、15 時に秋田県

沖で温帯低気圧に変わった。 

（日最大風速（24 日）） 

福井 17.4m/s(南東)  00 時 49 分 

敦賀 21.3m/s(南南東)03 時 00 分 

（日最大瞬間風速（24 日）） 

福井 29.5m/s(南)  03 時 16 分 

敦賀 37.5m/s(南東)00 時 50 分 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2018 

(平30) 

9.4～5 

台風 

21号 

(1)人的被害 重傷     1 人 

            軽傷     6 人 

(2)住家被害 半壊     4 棟 

         一部破損   115 棟 

(3)非住家被害 公共建物  1 棟 

           その他    8 棟 

(4)その他 学校     12 箇所 

(5)その他 道路     9 箇所 

(6)その他 河川     6 箇所 

(7)その他 砂防     1 箇所 

(8)その他 鉄道不通   1 箇所 

(9)その他 被害船舶    1 隻 

(10)電気被害     5,200 戸 

(11)公立文教施設被害  

7,674 千円 

(12)農林水産業施設被害  

10,142 千円 

(13)公共土木施設被害  

76,052 千円 

(14)その他の公共施設被害  

82,999 千円 

(15)その他被害   2,792 千円 

(16) 災害対策本部設置市町 

敦賀市、小浜市、鯖江市、 

永平寺町、南越前町 

 

 

 

台風第 21 号は暴風域を伴い非常に強い勢力

を維持して 4 日 12 時頃に徳島県南部に上陸し

た。 

その後も暴風域を伴ったまま北北東に進

み、14 時頃に兵庫県神戸市付近に再上陸した。 

15 時には若狭湾に達し、日本海を北上した

後、5 日 9 時に間宮海峡で温帯低気圧に変わっ

た。 

（日最大風速（4 日）） 

福井 21.8m/s(南南東)15 時 59 分 

敦賀 26.3m/s(南南東)15 時 29 分 

（日最大瞬間風速（4 日）） 

福井 37.9m/s(南)    16 時 22 分 

敦賀 47.9m/s(東南東)15 時 00 分 

2018 

(平30) 

9.30 ～

10.1 

台風 

24号 

(1)住家被害 一部破損   3 棟 

(2)その他 砂防     1 箇所 

(3)その他 鉄道不通   1 箇所 

(4)電話被害       6 回線 

(5)公共土木施設被害 

7,430 千円 

(6)災害対策本部設置市町 

敦賀市、小浜市、鯖江市、 

永平寺町、南越前町、高浜町 

台風第 24 号は、四国の南海上を北東に進み、

非常に強い勢力を維持して 30 日 20 時頃に和

歌山県田辺市付近に上陸した。 

その後も暴風域を伴ったまま更に速度を速

めて東海、関東甲信、東北地方を北東に進み、

10月 1日 12時に日本の東海上で温帯低気圧に

変わった。 

（日最大風速） 

福井 12.0m/s(北北西) 1 日 00 時 27 分 

敦賀 21.8m/s(北北西)30 日 23 時 49 分 

（日最大瞬間風速） 

福井 23.7m/s(北)     1 日 00 時 08 分 

敦賀 30.8m/s(北北西)30 日 23 時 42 分 

 

 

 

2017 

(平29) 

12.25～ 

2019 

(平31) 

1.4 

地滑り (1)公共土木施設被害 

1,157,665 千円 

福井市蔵作町の主要地方道武生美山線にお

いて、12 月 25 日に一次崩壊が発生し、12 月

29 日から 1 月 3 日にかけて斜面が高さ 85m、

巾 60m、深さ 10m にわたる地すべりによって、

約 1 万㎥の土砂が道路を寸断した。 

 12 月 25 日～29 日まで片側交互通行を行っ

ていたが、12 月 29 日から平 30 年 1 月 4 日ま

では全面通行止め。迂回路の設置完了に伴い、

1 月 4 日から片側交互通行とし、付替道路の設

置完了に伴い、令和 3 年 7 月 7 日から対面通

行を開始した。 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2019 

(令元) 

8.16 

台風 

10号 

(1)農林水産業施設被害 

9,488 千円 

台風第 10 号は、日本の南海上を北西に進み、

次第に進路を北に変え、15 日 11 時過ぎに愛媛

県佐田岬半島付近を通過した後、15 日 15 時頃

に広島県呉市付近に上陸し、中国地方を縦断

後に日本海を北上した。 

（日最大 1 時間降水量） 

九頭竜 29.5mm 16 日 02 時 48 分 

（日降水量） 

九頭竜 92.0mm 16 日 

（期間降水量（15 日～16 日）） 

九頭竜 138.0mm 

（日最大風速（15 日）） 
福井 14.8m/s(南南東)21 時 33 分 

敦賀 19.2m/s(南南東)19 時 07 分 

（日最大瞬間風速（15 日）） 
福井 23.9m/s(南東)  19 時 17 分 

敦賀 33.5m/s(南南東)19 時 03 分 

 

2019 

(令元) 

10.12～ 

10.13 

台風 

19号 

(1)人的被害 重傷     1 人 

(2)公共土木施設被害   37 千円 

(3)その他の公共施設被害 

1,099 千円 

(4)その他被害   25,726 千円 

台風第 19 号は、マリアナ諸島を西に進み、

一時 大型で猛烈な台風に発達した後、次第に

進路を北に変え、日本の南を北上し、12 日 19 

時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸し

た。その後、関東地方を通過し、13 日 12 時

に日本の東で温帯低気圧に変わった。 

（日最大 1 時間降水量） 

小浜 13.5mm 12 日 13 時 25 分 

今庄 12.0mm 12 日 15 時 03 分 

（日降水量） 

小浜 113.0mm 12 日 

今庄 100.0mm 12 日 

（期間降水量（12 日～13 日）） 

小浜 127.0mm 

今庄 111.0mm 

（日最大風速（12 日）） 
福井 12.5m/s(北北西)20 時 41 分  

春江 18.7m/s(北)  21 時 01 分 

敦賀 20.0m/s(北西) 20 時 06 分 

（日最大瞬間風速（12 日）） 
福井 22.3m/s(北北西)23 時 48 分  

春江 27.8m/s(北北西)20 時 36 分 

敦賀 29.9m/s(北北西)19 時 22 分 

 

2020 

(令2) 

6.10～ 

6.16 

大雨 (1)農林水産業施設被害 

5,023 千円 

(2)公共土木施設被害  

115,294 千円 

梅雨前線が日本付近に停滞した影響により

14 日を中心に激しい雨が降り大雨となった所

があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

越廼 39.5mm 14 日 17 時 54 分 

春江 38.0mm 14 日 18 時 05 分 

福井 36.0mm 14 日 18 時 17 分 

敦賀 32.0mm 14 日 19 時 37 分 

小浜 31.5mm 13 日 07 時 49 分 

（日降水量） 

春江 125.5mm 14 日 

越廼 111.0mm 14 日 

三国 108.5mm 14 日 

勝山 105.0mm 14 日 

福井 103.5mm 14 日 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2020 

(令2) 

6.27～ 

6.28 

大雨 (1)公共土木施設被害 

43,407 千円 

梅雨前線の影響により 28 日は非常に激しい

雨が降り、大雨となった所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

越廼 50.0mm 28 日 02 時 13 分 

福井 36.5mm 28 日 02 時 40 分 

美山 36.0mm 28 日 03 時 23 分 

（日降水量） 

越廼 97.0mm 28 日 

福井 78.5mm 28 日 

美山 57.5mm 28 日 

 

 

 

 

2020 

(令2) 

7.8 

大雨 (1)住家被害 床下浸水  3 棟 活発な梅雨前線の影響により大雨となった

所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

九頭竜 29.5mm 8 日 03 時 42 分 

敦賀  26.5mm 8 日 05 時 07 分 

今庄  19.5mm 8 日 05 時 30 分 

（日降水量） 

九頭竜 80.0mm 8 日 

敦賀  53.0mm 8 日 

今庄  53.0mm 8 日 

 

 

 

 

2020 

(令2) 

7.10～ 

7.14 

大雨 (1)公共土木施設被害 

71,287 千円 

梅雨前線が日本付近に停滞した影響により

大雨となった所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

三国 21.5mm 11 日 05 時 16 分 

春江 19.5mm 11 日 06 時 39 分 

美山 19.0mm 11 日 05 時 47 分 

（日降水量） 

九頭竜 68.5mm 13 日 

勝山  51.0mm 13 日 

春江  42.5mm 11 日 

今庄  42.5mm 13 日 

 

 

 

 

 

2020 

(令2) 

9.4 

地震 (1)人的被害 軽傷    13 人 福井県嶺北を震源とする地震 

9 月 4 日 09 時 10 分 

M5.0 深さ 7km 

北緯  36 度 06.9 分 

東経 136 度 11.3 分 

震度 5 弱 坂井市 

震度 4 福井市、あわら市 

震度 3 鯖江市、永平寺町、越前町、越前市 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2020 

(令2) 

12.19～ 

12.20 

大雪 (1)人的被害 軽傷    2 人  12 月 14 日～20 日にかけて、強い冬型の気

圧配置となり、上空には強い寒気が流れ込ん

だ影響により奥越では大雪となった。 

(日降雪量最大値) 

大野  24cm 12 月 16 日 

九頭竜 40cm 12 月 16 日 

(最深積雪) 

大野  45cm 12 月 20 日 

九頭竜 77cm 12 月 18 日 

 

2020 

(令2) 

12.31～ 

2021 

(令3) 

1.1 

大雪 (1)人的被害 軽傷    1 人 12 月 31 日から 1 月 1 日にかけて、強い冬型

の気圧配置となり、上空には強い寒気が流れ

込んだ影響により大雪となった。 

(日最大降雪量) 

福井  10cm 12 月31日 

武生  10cm  1 月 1 日 

大野  21cm  1 月 1 日 

九頭竜 36cm  1 月 1 日 

今庄  27cm 12 月31日 

敦賀  18cm 12 月31日 

小浜  12cm 12 月31日 

(最深積雪) 

福井  17cm 12 月31日 

武生  18cm  1 月 1 日 

大野  63cm  1 月 1 日 

九頭竜 98cm  1 月 1 日 

今庄  35cm  1 月 1 日 

敦賀  22cm  1 月 1 日 

小浜  11cm 12 月31日 
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 第２章 令和２年の天候概況 

 

１ 天候の特徴 

◇ 年 （１月～１２月）の概況 

1月～2月は暖冬（記録的な暖冬、少雨、多照、記録的な少雪）。低気圧や気圧の谷の影響で雨

や曇りの日が多かったが、冬型の気圧配置は一時的で雪の日は少なかった。また、寒気の南下が

弱く、暖かい空気に覆われたため、月の気温は記録的に高く、降雪量も記録的に少なかった。全

てのアメダス地点で1月の平均気温の高い方からの極値を更新した。 

3月～5月は、高温・多照。3月と5月には南からの暖かい空気が流れ込みやすかったため気温が

高かった。また、3月は高気圧に覆われて晴れた日が多かったことから日照時間が多かった。 

6月～8月は、かなりの多雨。6月は高気圧に覆われ、晴れた日もあったが、前線や湿った空気

の影響で曇りや雨の日が多く、かなりの高温、かなりの多雨となった。7月は前線や湿った空気

の影響で雨や曇りの日が多く、多雨、かなりの寡照となった。8月は高気圧に覆われて晴れた日

が多かった。 

9月～11月は、かなりの高温。9月は台風第9号や台風第10号の北上により南から暖かい空気が

流れ込んだため気温が高くなった。10月は雨や曇りの日が多かったが高気圧に覆われて晴れた日

もあった。11月は中旬を中心に高気圧に覆われ晴れた日が多く、高温、多照となった。 

12月は、低気圧と高気圧が交互に通過し、天気は周期的に変わった。中旬の後半以降は、冬型

の気圧配置となり、曇りや雪または雨の日が多く、大雪となった所もあった。また、中旬は日照

時間がかなり少なく、下旬は降水量がかなり多かった。 

 平均気温 降水量 日照時間 

官署等 
本年 
（℃） 

平年差
（℃） 

階級区分 
本年
（mm） 

平年比
（％） 

階級区分 
本年 
（h） 

平年比
（％） 

階級区分 

福井 15.6 +0.8 
かなり 
高い 

2531.5 110 多い 1695.3 103 平年並 

敦賀 16.3 +0.7 高い 2461.0 112 多い 1619.8 101 平年並 

 ※平年差（比）は、平年値（1991年～2020年の30年平均値）から求めている。 

 

◇ 台 風 

台風の年間発生数は平年より少ない23個(平年値25.1個)となり、日本への接近数は7個（平年値 

11.7個）、上陸数は0個（平年値3.0個）。北陸地方への接近数は0個（平年値2.8個）となった。

【台風発生数・上陸数】 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 平年値 

発生     1 1  8 3 6 3 1 23 25.1 

上陸 
（注1） 

            0 3.0 

北陸地方に 

接近した台風 
            0 2.8 
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（注1）「上陸」は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指す。 

※台風の中心が新潟県、富山県、石川県、福井県のいずれかの気象官署等から300km以内に入っ

た場合を「北陸地方に接近した台風」としている。 

・接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致し

ない。 

 

２ 月別気象概況 

◇ 2020年（令和２年）月別気象概況 

１月 

冬型の気圧配置や低気圧の影響で雨や曇りの日が多くなったが、高気圧に覆われて晴れた日もあ

った。 

平均気温は全ての地点で平年よりかなり高くなった。全地点で1月の平均気温の高い方からの極

値を更新した。 

降水量は、大飯で平年よりかなり少なく、春江、九頭竜では平年より多く、大野、美浜、小浜で

は平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、三国で平年より多く、越廼、美浜では平年より少なく、その他の地点では平年並と

なった。 

  

２月 

冬型の気圧配置や低気圧の影響で、曇りや雨の日が多くなったが、高気圧に覆われて晴れた日も

あった。 

平均気温は、大野で平年より高く、その他の地点では平年よりかなり高くなった。 

降水量は、敦賀、美浜、大飯で平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、全ての地点で平年並となった。 

 

３月 

 冬型の気圧配置や低気圧の影響により、曇りや雨の日が多くなったが、高気圧に覆われて晴れた

日もあった。 

平均気温は、全ての地点で平年よりかなり高くなった。 

降水量は、大飯で平年よりかなり少なく、美浜、小浜では平年より少なく、勝山、美山、九頭竜、

今庄では平年より多く、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、三国、越廼で平年並、その他の地点では平年より多くなった。 

 

４月 

高気圧と低気圧が交互に通過して天気は数日の周期で変わった。気温は寒気の影響により、平年

を下回る日が多くなった。 

平均気温は、三国、勝山で平年より低く、その他の地点では平年よりかなり低くなった。 

降水量は、春江、勝山で平年並、小浜、大飯では平年よりかなり多く、その他の地点では平年よ

り多くなった。 
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日照時間は、越廼で平年より少なく、福井、勝山では平年より多く、その他の地点では平年並と

なった。 

 

５月 

高気圧に覆われて晴れた日が多くなり、南からの湿った空気の影響を受けにくく、少雨となった。 

平均気温は、三国、福井、勝山、大野、今庄で平年より高く、その他の地点では平年並となった。 

降水量は、三国、春江、越廼で平年よりかなり少なく、福井、美山、勝山、武生、今庄では平年

より少なく、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、三国で平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

 

６月 

高気圧に覆われ、晴れた日もあったが、梅雨前線や低気圧の影響で雨や曇りの日が多く、大雨と

なった日もあった。また、北陸地方は6月11日ごろに梅雨入りした。 

平均気温は、全ての地点で平年よりかなり高くなった。 

降水量は、三国、春江、越廼、福井、美山、勝山、武生で平年よりかなり多く、その他の地点で

は平年より多くなった。 

日照時間は、福井で平年よりかなり多く、大野では平年並、その他の地点では平年より多くなっ

た。 

 

７月 

梅雨前線や低気圧の影響で雨や曇りの日が多く、大雨となった日もあった。中旬は高気圧に覆わ

れ晴れた日もあった。 

平均気温は、勝山で平年よりかなり低く、その他の地点では平年より低くなった。 

降水量は、越廼、美山、九頭竜、今庄、敦賀、美浜で平年よりかなり多く、その他の地点では平

年より多くなった。 

日照時間は、全ての地点で平年よりかなり少なくなった。 

 

８月 

高気圧に覆われて晴れた日が多くなり気温も高く猛暑日や熱帯夜となった日もあったが、上旬、

中旬には大雨となった日もあった。また、北陸地方は8月1日ごろに梅雨明けした。 

平均気温は、春江、越廼、福井、敦賀で平年より高く、その他の地点では平年よりかなり高くな

った。 

降水量は、今庄で平年よりかなり少なく、福井、美山、勝山では平年並、その他の地点では平年

より少なくなった。 

日照時間は、越廼、今庄で平年並、その他の地点では平年より多くなった。 

 

９月 

高気圧に覆われ晴れた日もあったが、台風第9号、台風第10号や低気圧及び前線、寒気、湿った

空気の影響により、雨や曇りで雷を伴い大雨となった日もあった。 
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平均気温は、三国で平年よりかなり高く、その他の地点では平年より高くなった。 

降水量は、大飯で平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、越廼、今庄、美浜、小浜で平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

 

１０月 

上旬と下旬は低気圧や湿った空気の影響により、雨や曇りの日が多くなったが、中旬は高気圧に

覆われ晴れた日が多くなった。 

平均気温は、三国で平年並、その他の地点では平年より低くなった。 

降水量は、美山、勝山、大野、九頭竜、今庄、敦賀で平年並、その他の地点では平年より少なく 

なった。 

日照時間は、三国、福井、敦賀で平年並、その他の地点では平年より少なくなった。 

 

１１月 

上旬、下旬は西高東低の気圧配置となった影響により、雨や曇りの日が多くなったが、中旬は高

気圧に覆われ晴れた日が多くなり、夏日を観測した所もあった。 

平均気温は、全ての地点で平年より高くなった。 

降水量は、小浜で平年より多く、敦賀、美浜で平年並、その他の地点では平年より少なくなった。 

日照時間は、越廼で平年並、今庄、小浜では平年より多く、その他の地点では平年よりかなり多

くなった。 

 

１２月 

冬型の気圧配置や気圧の谷および寒気の影響により、上旬は雨や曇りとなった日が多くなったが、

中旬以降は雪やみぞれまたは雨の日が多くなった。 

平均気温は、美浜、小浜で平年より低く、その他の地点では平年並となった。 

降水量は、九頭竜で平年より少なく、敦賀、美浜では平年よりかなり多く、三国、福井、美山、

大野、小浜では平年より多く、その他の地点では平年並となった。 

日照時間は、敦賀、美浜、小浜で平年より多く、その他の地点では平年並となった。 
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第３章 防 災 訓 練 の 実 施 状 況 

 

Ⅰ 総合防災訓練 

 

令和２年度福井県総合防災訓練を次のとおり実施した。 

 

１ 目 的 

・災害対策基本法および福井県地域防災計画に基づき、防災関係機関が協力して迅速・的確に

応急対策が実施できるよう、訓練会場の特色を活かした実践的な防災訓練を行い、併せて住

民の防災に対する意識の高揚を図ることを目的に実施した。 

・令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、敦賀市粟野スポーツセンターを主会場

に、会場を分散して総合防災訓練を実施した。 

・大規模複合災害への着実な対応として、実動部隊による現地を活用した実践的な訓練、避難

所での新型コロナウイルス感染症対策およびＳＮＳを活用した避難者の受付、防災関係機関

によるライフライン復旧訓練、外国人避難者への避難支援、また、敦賀市において住民避難・

誘導訓練を実施した。  

 

２ 日時、場所 

令和２年１１月１４日（土）７時３０分～１２時００分 

   ■主訓練会場    粟野スポーツセンター（敦賀市長谷地係） 

 ■サテライト会場  黒河小学校（敦賀市御名地係） 

           きらめきみなと館（敦賀市桜町地係） 

敦賀新港（敦賀市金ケ崎町地係） など  

３ 主 催 

福井県、敦賀市  

 

４ 想  定   

 嶺南東部における大雨および地震による複合災害 

 

５ 参加機関 ９０機関（約６００人） 

（１）国の行政機関 

中部管区警察局福井県情報通信部、東京管区気象台福井地方気象台、北陸総合通信局、
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国土地理院北陸地方測量部、近畿地方整備局、近畿地方整備局福井河川国道事務所 、中

部運輸局福井運輸支局、第八管区海上保安本部警備救難部、第八管区海上保安本部敦賀

海上保安部、第八管区海上保安部美保航空基地 

（２）自衛隊 

自衛隊福井地方協力本部、陸上自衛隊第１４普通科連隊、海上自衛隊舞鶴地方総監部、

航空自衛隊第６航空団、航空自衛隊小松救難隊、海上自衛隊第２３航空隊 

（３）警察関係 

福井県警察本部、敦賀警察署、各市防犯隊 

（４）消防関係 

福井県消防長会、敦賀美方消防組合消防本部、福井市消防局、嶺北消防組合消防本部、

永平寺町消防本部、大野市消防本部、勝山市消防本部、鯖江・丹生消防組合消防本部、

南越消防組合消防本部、若狭消防組合消防本部、敦賀消防団、自主防災組織、(公財)福

井県消防協会  

 

（５）医療関係   

(一社)福井県医師会、(一社)敦賀市医師会、(一社)大野市医師会、（公社）福井県看護協

会、日本赤十字社福井県支部、福井県赤十字血液センター、福井県無線赤十字奉仕団、

赤十字飛行隊福井支隊、福井県立病院、福井赤十字病院、福井県済生会病院、福井大学

医学部付属病院、福井勝山総合病院、公立丹南病院、市立敦賀病院、福井総合病院 

 

（６）交通運輸関係 

福井県倉庫協会、(一社)福井県トラック協会、日本通運(株)福井支店、全日本高速道路

レッカー事業協同組合北陸支部、新日本海フェリー(株)、(一社)福井県タクシー協会、

中日本高速道路(株)金沢支社、西日本高速道路(株)関西支社  

 

（７）ライフライン関係 

北陸電力(株)福井支店、北陸電力送配電(株)福井支社、(一財)北陸電気保安協会福井支

店、（一社）敦賀建設業協会、(一社)福井県ＬＰガス協会、福井県高圧ガス地域防災協議

会、(一社)日本コミュニティーガス協会近畿支部福井県防災会、福井県石油業協同組合、

関西電力(株)原子力事業本部、日本原子力発電(株)、(独)日本原子力研究開発機構 

 

（８）各種団体 

北陸地方非常通信協議会、敦賀市管工事協同組合、福井県災害ボランティアセンター連
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絡会、敦賀市災害ボランティアセンター連絡会、敦賀市社会福祉協議会、福井県ドロー

ン協会、敦賀ＦＭ放送(株)、日本アマチュア無線連盟敦賀クラブ、日産プリンス福井販

売(株)、福井日産自動車(株)、福井三菱自動車販売(株)、（公財）福井県国際交流協会、

福井県防災士会、敦賀市防災士会 

 

（９）地元地区関係 

敦賀市 

 

６ 主な訓練項目 

（１）実働機関による実践的な訓練 

・大型旅客船事故に係る救出救助およびＤＭＡＴ隊によるトリアージ 

・土砂災害に巻き込まれた車両からの救助   

・倒壊した建物からの救助 

 

(２)避難所運営訓練 

  ・避難所での新型コロナウイルス感染症対策 

・ＬＩＮＥによる避難所受付 

   

(３)ライフライン復旧訓練 

・避難所への電気自動車による給電 

・停電時の電力復旧対応 

・地震による断水の復旧対応   
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＜訓練項目図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住民避難訓練・支援訓練  

・敦賀市民 約１００名が住民避難訓練に参加 

   ・粟野スポーツセンターおよび黒河小学校で住民避難および避難所運営訓練を実施 

・外国人の避難・情報伝達訓練 

   ・陸路・空路による物資輸送（物資集積拠点→避難所へのラストマイル訓練） 

 

時間

①粟野地区
（粟野スポーツ
センター等）

②敦賀新港

③古田刈公園

④黒河小学校

⑤愛発公民館

⑥敦賀きらめき
みなと館

０８：３０ １１：３００９：３０ １０：３００９：００ １０：００ １１：００ １２：００

避難所運営訓練（コロナ対策、ＬＩＮＥ実証実験等）9:10～11:00
県防災ネットを用いた外国人避難訓練

避難所設営訓練
8：00～9：00

自主防
救助訓練

救助活動連携訓練9：50～11:20
（消防、警察、自衛隊、美浜レスキューセンター）

大型旅客事故に係る巡視船による救助訓練

9：45～11:00

ＤＭＡＴ隊によるトリアージ訓練
10:30～12:40

10:10～10:40

道路啓開訓練
10:40～11:20

土のう積み・排水訓練
10:00～10:50

中州救
助訓練

11:00～11:15

孤立集落から救助
拠点への搬送訓練

10:10～10:30

避難所運営訓練（コロナ対策、ＬＩＮＥ実証実験等）

9:20～10:55
避難所設営訓練
8：30～9：20

救出

救助

訓練

10:50～11:05

空輸搬送訓練
10：00～10：30

陸路搬送訓練
10：35～11：20

奥麻生→愛発

電気自動車からの
給電訓練

山岳検索
救助訓練

11:05～11:20

閉会式
11:30～12:00

閉会
（閉会挨拶：

敦賀市土木部長）

11:15～11:25

閉会
（閉会挨拶：
海上保安本部
警備救難部長）

12:40～12:50

ドローン
映像伝達

避難先変更
移動訓練

電気自動車からの給電訓練9：00～11:00

9：40～10:30

ドローン
映像伝達

閉会
（敦賀市）

11:05～
11:10
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Ⅱ 原子力防災訓練 

 

１ 目      的 

  福井県原子力防災計画および福井県広域避難計画要綱に基づき、国、県、関係市町、防災関

係機関および地域住民が一体となった原子力総合防災訓練を実施し、国、地方公共団体、原子

力事業者、関係機関における初動対応の確立、防災体制の確認、住民避難体制や緊急時医療措

置等の災害対策の習熟、原子力災害対策に係る要員の技能の習熟および原子力防災に関する住

民理解の促進を図ることを目的とする。 

 

２ 実施日 

令和２年８月２７日（木）８：３０～１６：００ 

 

３ 対象発電所     関西電力（株） 大飯発電所、高浜発電所 

 

４ 場所 

おおい町、高浜町、小浜市、若狭町、美浜町、敦賀市等の訓練実施市町 

 

５ 訓練参加数 

  （機 関） 

約４０機関 約３００人 

  （住 民） 

    約５０人 
 

６ 参加・協力機関（順不同） 

 （１）指定行政機関 

 内閣府、原子力規制委員会  

 

（２）指定地方行政機関 

  陸上自衛隊第１４普通科連隊、海上自衛隊舞鶴地方総監部、航空自衛隊第６航空団、敦 

賀海上保安部  

 

 （３）指定公共機関 

    日本原子力研究開発機構  

 

（４）自治体関係 

    福井県、兵庫県、関西広域連合、おおい町、高浜町、小浜市、若狭町、美浜町、敦賀市、 

姫路市 

  

（５）警察関係 

  福井県警察本部、小浜警察署  
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 （６）消防関係 

  若狭消防組合消防本部 

 

 （７）医療機関関係 

   (公社)福井県診療放射線技師会 

 

 （８）交通運輸関係 

  （公社）福井県バス協会、バス事業者、トラック事業者 

   

 （９）その他 

  ㈱ＮＴＴドコモ北陸支社 

 

  （10）原子力事業者関係 

  関西電力㈱、日本原子力発電㈱  等 

 

７ 訓練想定 

    福井県内で新型コロナウイルスの感染症が発生している中、大飯発電所３号機ならびに高 

  浜４号機において、若狭湾沖を震源とした地震による外部電源喪失後、原子炉冷却材の漏え 

  いが発生し、非常用炉心冷却装置が作動。さらに、ディーゼル発電機等の故障により非常用 

  炉心冷却装置による注水不能により全面緊急事態となる。 

 

８ 訓練項目 

（１）緊急時通信連絡訓練 

  ア 発電所から事故状況の通報連絡 

  イ 国から県および関西広域連合、関係市町への通報連絡、避難指示等の伝達 

  ウ 県、関係市町から自衛隊、海上保安庁、警察、消防、その他関係機関への通報連絡 

エ 事故発生から応急処理、復旧までの通信伝達、収受等 

  オ 携帯型映像伝送装置等を利用した画像伝送 

 

（２）災害対策本部等運営訓練 

  ア 福井県庁、各市町庁舎、福井県大飯原子力防災センターに災害対策本部等の設置・運営、

情報収集・連絡体制を構築 

  イ 災害対策本部等による住民に対する情報提供の実施 

（防災行政無線屋外拡声器、個別受信機等による地域住民・立入者等への広報） 

  ウ テレビ会議システム等を活用し災害対策本部と現地災害対策本部との対策会議等の実施 

 

（３）原子力防災センター運営訓練 

  ア 福井県大飯原子力防災センターおよび高浜原子力防災センターへの要員派遣 

  イ 現地事故対策連絡会議、原子力災害合同対策協議会の開催（実施方針の決定等） 
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  ウ 各機能班の活動 

  エ 県および市町現地災害対策本部等と各機能班との連携 

  オ 住民等の避難状況の確認 

  カ 実施方針に基づいた応急対策（避難先等の決定、避難手段の確保など） 

   

（４）住民避難訓練 

  ア 避難先施設への避難（避難経路、避難時間の検証） 

イ 自衛隊車両、民間バスによる住民等の陸路からの避難 

ウ 新型コロナウイルス感染症対策の防護措置の確認 

 

（５）一時集合施設開設運営訓練 

  ア 一時集合施設の設置運営 

  イ 避難者受入マニュアルに基づく受入訓練の実施 

  ウ 避難元、避難先自治体における情報伝達の確認 

  エ 家屋倒壊により屋内退避できない住民による一時集合施設への退避 

  オ 避難者の受付 

カ 避難者の健康状態の確認 

キ 飲料水・飲食物の供給 

  ク 新型コロナウイルス感染症対策の防護措置の確認 

 

（６）避難所開設運営訓練 

  ア 避難所の設置運営 

  イ 避難者受入マニュアルに基づく受入訓練の実施 

  ウ 避難元、避難先自治体における情報伝達の確認 

  エ 避難者の受付 

オ 避難先施設における避難者への健康状態の確認 

  キ 新型コロナウイルス感染症対策の防護措置の確認 

  ク 車中泊スペースの確保 

 

（７）原子力災害医療措置訓練 

 ア 避難退域時検査および簡易除染講習の実施  

 

（８）緊急時モニタリング訓練 

ア 緊急時モニタリングセンター等の設置･運営 

  イ 緊急時モニタリング実施計画、緊急時モニタリング指示書の作成 

  ウ 固定観測局および電子線量計観測局を活用したＵＰＺ圏内の線量率の測定 

  エ モニタリングカー、サーベイメータを活用した避難範囲の特定のための線量率の測定 

  オ 「緊急時モニタリング情報共有システム（ラミセス）」を活用した関係機関との情報共有  

  カ 固定観測局等のバックアップとしての可搬型モニタリングポストの設置および測定 

  キ 環境試料の採取、受入 
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 ク 福井県モニタリング本部（大飯原子力防災センター）の設置･運営および後方支援 

ケ 原子力事業者間の相互応援による職員派遣および資機材の提供 

  コ モニタリング要員被ばく管理および資機材等の汚染管理 

 

（９）自衛隊災害派遣運用訓練 

  ア 福井県大飯原子力防災センターへの連絡要員の派遣 

 

（10）物資輸送訓練 

  ア 保管施設の開錠・施錠の手順確認 

  イ 保管場所から避難場所までの物資輸送（ルートの確認） 
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管内世帯数
(Ａ)

自主防災組織
の組織数

隊員数
組織されている
地域の世帯数

(Ｂ)

組織率
（カバー率）

(Ｂ/Ａ)

福 井 市 105,347 1,146 75,737 103,331 98.1%

敦 賀 市 29,010 89 2,225 26,193 90.3%

小 浜 市 11,821 109 1,296 8,849 74.9%

大 野 市 11,748 206 6,025 11,232 95.6%

勝 山 市 7,140 118 1,249 5,440 76.2%

鯖 江 市 25,168 152 4,408 25,104 99.7%

あ わ ら 市 10,234 109 4,556 9,648 94.3%

越 前 市 30,829 239 9,520 30,621 99.3%

坂 井 市 32,475 322 4,425 23,460 72.2%

永 平 寺 町 6,147 89 3,621 6,147 100.0%

池 田 町 918 19 137 710 77.3%

南 越 前 町 3,424 71 1,072 3,348 97.8%

越 前 町 7,255 64 1,520 5,821 80.2%

美 浜 町 3,666 19 6,467 2,270 61.9%

高 浜 町 4,334 40 611 2,799 64.6%

お お い 町 3,266 38 2,086 2,086 63.9%

若 狭 町 4,993 90 1,323 4,723 94.6%

合計・
平均

297,775 2,920 126,278 271,782 91.3%

Ⅳ　市町別自主防災組織の結成状況

令和３年４月１日現在

管内世帯数：住民基本台帳法に基づく人口、世帯数調べ（令和3年4月1日現在）
隊　員　数：自主防災組織の組織編成において隊員または班員等に位置づけられている実働隊員の総
            数 （令和3年4月1日現在）
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多重系 衛星系

1 1

28 9

坂井上水、日野川上水

小　　計 56

1

3

28 69

第４章　防災行政無線利用状況

区　　　　分
局数

１　無線局の現況

　　防災行政無線局等一覧　(令和３年４月１日現在)

　　〔固　定　系〕

設　置　場　所

県庁

越知山　　　　　　　　（越前町大谷寺）

岳山　　　　　    　　（美浜町早瀬）

久須夜ヶ岳　　　　　　（小浜市堅海）

村国山　　　　　　　　（越前市村国）

青葉山　　　  　　　　（高浜町中山）

八ツ杉　　　  　　　　（越前市別印）

勝山                  （勝山市滝波町）

統　　制　　局

中　　継　　局 7

支　　部　　局 7

ダ ム 管 等 局

7

小　　　計

端
末
局

県出先機関

消防本部

国・公共機
関等

19

12

17

13

福井気象台、鯖江自衛隊、舞鶴自衛隊、敦賀海保、福井海保

日赤福井、福井県医師会、福井火力、福井石油備蓄、原電敦賀

関電美浜・高浜・大飯、ふげん、もんじゅ

オフサイトセンター（敦賀、美浜、大飯、高浜)

※福井空港は、併設局（防災航空隊）と共用

※水防無線局を含む

大津呂堰堤※、河内川堰堤※

福井、大野、勝山、永平寺、嶺北、南越、若狭

笹生川ダム管、笹生川堰堤※、浄土寺川堰堤※

県立病院、福井港湾、敦賀港湾、

衛生環境センター、防災航空事務所※

９市：福井、敦賀、小浜、大野、勝山、鯖江、あわら、越前、坂井

龍ヶ鼻ダム管
※
、龍ヶ鼻ダム下流連絡所

※
、永平寺堰堤

※

合　　　計

衛 星 車 載 局

可 搬 型 地 球 局

広野ダム管、広野堰堤※、桝谷堰堤※

７消防本部

※鯖江丹生消防・敦賀美方消防は併設局（鯖江市・敦賀市）と共用

健康福祉センター（福井、坂井、奥越、丹南、二州、若狭）、

８町：永平寺、池田、南越前、越前、美浜、高浜、おおい、若狭
市　　町

原子力センター

１合同庁舎（福井）合　　庁　　局 1 1

7 ７土木（福井、三国、奥越、丹南、鯖江丹生、敦賀、小浜）
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設　　置　　場　　所

県庁統制局

中継局（越知山、久須夜ヶ岳、陣ヶ岡、村国山、岳山、青葉山、

　　　　八ツ杉、勝山）

土木事務所（敦賀）

笹生川ダム管

ＦＷＡ(18GHz) 1 坂井合同庁舎

400MHz防災相互 1 防災航空事務所

計 13

6 防災航空事務所（可搬用含む）

県庁　３台

土木事務所　42台（福井6台、三国6台、奥越7台、丹南7台、鯖江丹生6台、

　　　　　　　　　敦賀4台、小浜6台）

防災航空事務所、衛星車載局

県出先機関８台：健康福祉センター(福井､坂井､奥越､丹南､二州､若狭)

             　 県立病院､防災航空事務所

９市：福井､敦賀､小浜､大野､勝山､鯖江､あわら､越前､坂井

８町：永平寺､池田､南越前､越前､美浜､高浜､おおい､若狭

９消防本部：福井､大野､勝山､永平寺､嶺北､鯖江丹生､南越､敦賀美方､若狭

５防災関係機関：福井駅､ＮＨＫ福井､福井放送､福井テレビ､ＦＭ福井

携帯型 70 県庁　30台、敦賀土木　20台、小浜土木　20台

携帯型(他機関) 44 原子力センター　３台、地域医療課　41台

小　計 200

ＦＷＡ(18GHz) 1 陣ヶ岡中継局

車載型 1 防災航空事務所

携帯型 8 県庁　1台、防災航空事務所　7台

小　計 9

防 災 移 動 局 携帯型 5 防災航空事務所、400MHｚ防災相互

計 215

消防用 2 防災ヘリコプター

航行運航用 1

2 簡易画像伝送装置（衛星車載局に搭載）

携帯基地地球局 固定型 1 県庁局

ヘリコプター局 ヘリ搭載型 1 防災ヘリコプター

計 2

241

航　　空　　局

39

47

半固定型

〔移　動　系〕

区　　　分 局　　数

陸
　
上
　
基
　
地
　
局

全  県  移  動
260MHzデジタル

11

合　　　計

航　空　機　局

簡 易 無 線 局

全県移動局
260MHzデジタル

車載型

携　帯　局(ヘリ用)

ヘ
リ
サ
ッ

ト
局

陸

上

移

動

局

消 防 移 動 局
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２ 利用状況 

 

（１） 一般通話の利用状況                            令和２年中 

区     分 一 年 間 の 総 計 
一 カ 月 当 た り の 

平 均 使 用 回 数 

一  局  当  た  り  の 

月 平 均 使 用 回 数 

支 部 ・ 合 庁 局 ３２２，２０４ ２６，８５０   ( ９局) ２，９８３ 

ダ ム 管 等 局 １０，９６３ ９１４   (１１局)      ８３ 

県  出  先  機  関 ８，５１９        ７１０   (１４局)     ５１ 

市   町   ７３８ ６２   (１７局)      ３.６ 

消  防  本  部 ２９０ ２４   ( ９局)       ２.７ 

国  出  先  機  関 ６５ ５.４ ( ５局)      １.１ 

公  共  機  関 ６１  ５.１ ( ９局)      ０.６ 

原 子 力 発 電 所 等 ８０ ６.７ (１０局)      ０.７ 

合      計 ３４２，９２０ ２８，５７７   (８４局)    ３４０ 

 

 

（２） 一斉指令の利用状況 

  

  ［指令内容別］                                令和２年中 

区 分 

気  象  関  係 

事務連絡 テスト 合 計 
警 報 注意報 情 報   計 

指 令 回 数 ２００ １，７２５ ７６１ ２，６８６ ７２７ ２６ ３，４３９ 

前年比（％） ２３８ １１２ １０５ １１５ ２７９ ６５ １３０ 

 

［指令種類別］                                令和２年中 

区 分 全 県 県出先 市 町 消 防 その他 合 計 

指 令 回 数 ３，１９８ ５５ １８９ １４６ ０ ３，５８８ 

前年比（％） １３３ １０２ １０３ ９１ ― １２８ 
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４ 端末局無線通信回数調
令和２年中

無 線 局 通 信 回 数 無 線 局 通 信 回 数 無 線 局 通 信 回 数

福 井 市 66 福 井 消 防 21 福 井 気 象 台 44

敦 賀 市 75 大 野 消 防 24 鯖 江 自 衛 隊 7

小 浜 市 27 勝 山 消 防 40 舞 鶴 自 衛 隊 2

大 野 市 30 永 平 寺 消 防 33 敦 賀 海 保 6

勝 山 市 71 嶺 北 消 防 49 福 井 海 保 6

鯖 江 市 60 鯖江丹生消防 66 国 出 先 計 65

あ わ ら 市 25 南 越 消 防 16 福 井 駅 7

越 前 市 46 敦賀美方消防 21 Ｎ Ｈ Ｋ 福 井 4

坂 井 市 53 若 狭 消 防 20 福 井 テ レ ビ 5

市 計 453 消 防 計 290 福 井 放 送 5

永 平 寺 町 39 福 井 保 健 42 Ｆ Ｍ 福 井 5

池 田 町 25 若 狭 保 健 118 日 赤 福 井 2

南 越 前 町 26 二 州 保 健 169 福 井 県 医 師 会 6

越 前 町 40 丹 南 保 健 1,419 福 井 火 力 6

美 浜 町 59 坂 井 保 健 63 福 井 備 蓄 21

若 狭 町 22 奥 越 保 健 82 公 共 機 関 計 61

お お い 町 44 武 生 保 健 6 原 電 敦 賀 8

高 浜 町 30 衛生環境センター 2,522 関 電 美 浜 12

町 計 285 県 立 病 院 376 関 電 大 飯 6

市 町 計 738 防 災 航 空 隊 54 関 電 高 浜 6

福 井 港 湾 295 原子力機構ふげん 6

敦 賀 港 湾 2,503 原子力機構もんじゅ 10

福 井 空 港 22 敦賀オフサイト 6

坂 井 上 水 217 美浜オフサイト 7

日 野 川 上 水 631 大飯オフサイト 12

県 出 先 計 8,519 高浜オフサイト 7

原子力発電所等計 80

※衛星回線による、端末局同士の通信回数はカウントされていない

※武生保健は令和２年３月末に廃局となった

合 計 9,753
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５ 非常通信訓練実施状況  

  

（１）令和２年度福井県総合防災訓練における非常通信訓練（令和２年１１月１４日） 

・敦賀市役所から福井県あて往復信（消防・鉄道ルートを使用） 

・県の２６０ＭＨｚ帯デジタル無線機を敦賀市役所およびＪＲ敦賀駅に貸出し、敦賀市役

所～ＪＲ敦賀駅で非常通信訓練を実施 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

・ 260MHz：260MHz 帯デジタル無線 

・ 鉄道：鉄道会社用通信回線 

・ 地星：地域衛星通信ネットワーク 

福
井
県
（
危
機
対
策
・
防
災
課
） 

地星 

敦
賀
市
（
危
機
管
理
対
策
課
） 

JR 福井駅 
鉄道 

鉄道 

260MHz 

(FAX) 

南越消防 

組合 

地星 

地星 

地星 敦賀美方 

消防組合 

 

使送 

260MHz 

(FAX) 

JR 敦賀駅 
260MHz 

260MHz 

使送 
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（２）令和２年度 第８３回全国非常通信訓練（令和２年１１月１１日） 

 

・嶺北北部地方の各市町から福井県あて、福井県から内閣府へ往復信。市町～県庁間は衛星携

帯電話（ワイドスターⅡ）、県庁～内閣府間は電力ルートを使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 
・ 使送：徒歩または車両等により非常通報文を直接手渡しする 
・ 電力：電気事業者用通信回線 
・ 衛携：衛星携帯電話 

北
陸
電
力(

株)  
福
井
支
店 

北
陸
電
力
送
配
電(

株) 
 

中
央
通
信
所 

消 

防 

庁 

10:54 

使送 

(時刻不明) 
電力 

電力 

(※) 

10:35 

内 

閣 

府 

中防 

中防 

中防 

中防 

10:20 10:15 

（時刻不明） （時刻不明） 

(※) 

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株) 
 

本
社 

電力 

10:31 

(時刻不明) 
電力 

9:45 

使送 

福
井
市
危
機
管
理
課 

あ
わ
ら
市 防

災
安
全
対
策
室 

坂
井
市
安
全
対
策
課 
永
平
寺
町
総
務
課 

越
前
町
防
災
安
全
課 

衛携 

衛携 

9:00 

11:00 

衛携 

衛携 

9:00 

10:59 

衛携 

衛携 

9:05 

11:03 

衛携 

衛携 

9:05 

11:04 

衛携 

衛携 

9:10 

11:05 

福 

井 

県 
 

危
機
対
策
・
防
災
課 
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第５章 防災ヘリコプターの運航体制 
 

１ 運 航 基 地 

  福井県防災航空事務所（福井空港内） 

 

２ 組  織  図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 運 航 時 間 

  毎日、午前８時３０分から午後５時１５分まで 

  （ただし、緊急運航の場合は日の出から日没まで） 

 

４ 活 動 業 務 
 

 

 

 

                  
                         Ｂｌｕｅ Ａｒｒｏｗ 主要性能 

機         種 

メ ー カ ー （ 製 造 国 ） 

川崎ＢＫ１１７Ｃ－２ 

川崎重工業（日本） 

エ ン ジ ン 最 大 出 力 １，３８４ＳＨＰ 

エ ン ジ ン 基 数 ２基 

搭 乗 人 員 １１人 

最 大 全 備 重 量 ３，５８５kg 

最 大 搭 載 可 能 重 量 １，７１５kg 

航 続 距 離 ６８５km 

ホ イ ス ト 装 置 ２７０kg 

貨 物 吊 り 下 げ 装 置 １，５００kg 

全 長 １３．０３ｍ 

全          高 ３．９５ｍ 

最 大 速 度 ２７８㎞／ｈ 

航 続 時 間 約３．５ｈ 

着 陸 方 式 スキッド式 

 

運 航 総 括 者         

（安全環境部長） 

運 航 監 督 者          

（危機対策・防災課長） 

委 託 会 社 

（業 務 委 託） 

 

操縦担当 

整備担当 

運航管理担当 

緊 急 運 航 

自 隊 訓 練 

一 般 行 政 活 動 

運 航 管 理 責 任 者          

（防災航空事務所長） 

防 災 航 空 隊         
（消防本部派遣） 

 
隊   長 

｜ 
副 隊 長     

｜ 
隊  員 

 

通 常 運 航 

災 害 予 防 活 動 

防災訓練等参加 

そ の 他 

救 急 活 動 

救 助 活 動 

災害応急対策活動 

火災防ぎょ活動 

広域災害応援活動 
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時
間
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9
3
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8
1
5
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6
2
9
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0
1
6
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0
5
:0

8
5
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3
3
:3

1
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0
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6
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数
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5
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1
1
1

6
1

1
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2

3
9

3
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5
5

2
7
6

時
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5
1

1
8
:3
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0
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2
1
3
:2

5
4
6
:3

9
1
8
3
:1

1
2
7
:3

0
1
1
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8
1
:4

0
7
:4

1
2
:0

3
2
7
9
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2

件
数

2
9

2
3

9
1
2

7
3

1
5
8

3
3

3
1

5
4

2
7
7

時
間

1
5
：
2
4

1
9
:3

3
1
3
:１
２

1
3
:2

8
6
1
:3

7
1
8
4
:1

6
2
1
:1

8
1
1
:1

1
1
:4

0
5
:5

4
4
:0

5
2
9
0
:0

1

件
数

2
8

2
9

1
2

6
9

1
3
9

3
3

1
3

4
8

8
2
6
5

時
間

1
2
：
3
5

2
0
:3

2
1
2
:3

5
4
5
:4

2
1
4
6
:2

1
2
6
:3

6
1
:4

3
1
1
:4

3
2
:1

6
8
:0

2
5
:2

6
2
4
7
:4

9

件
数

3
6

3
6

6
7
8

1
6
2

4
0

2
6

3
2
9
1

時
間

1
9
：
3
0

2
6
：
0
8

9
:3

8
5
5
:1

6
1
7
4
：
0
9

2
5
：
3
7

2
:2

4
4
:1

6
2
:3

7
2
6
4
:1

9

件
数

3
7

3
1

1
0

7
8

1
4
2

4
0

2
9

2
2
7
3

時
間

2
0
：
5
0

3
0
：
0
3

1
4
：
4
1

6
5
：
3
4

1
5
2
：
0
4

2
9
：
3
4

3
:1

7
1
0
：
2
6

1
：
2
1

2
6
2
：
1
6

件
数

2
8

4
0

1
1
4

8
3

1
5
2

2
7

1
7

3
2
7
3

時
間

  
  
 1

5
:5

5
  
  
 2

9
:3

7
1
:0

4
1
4
:5

5
  
  
 6

1
:3

1
1
5
9
:4

1
2
0
:2

2
1
:2

6
5
:0

6
1
:3

4
2
4
9
:4

0

件
数

2
1

1
8

1
1

2
1

6
2

1
7
6

3
2

8
4

2
8
2

時
間

1
5
：
1
9

9
：
2
6

0
：
2
5

0
：
2
4

1
2
：
5
6

3
8
：
3
0

1
8
8
：
4
5

2
2
：
5
8

5
：
4
8

1
：
4
4

2
5
7
：
4
5

件
数

2
5

3
6

2
2
8

9
1

1
6
7

2
5

1
1

4
2
9
8

時
間

1
3
：
5
0

2
4
：
2
5

1
：
2
3

2
4
：
2
1

6
3
：
5
9

1
8
3
：
1
5

2
2
：
1
0

6
：
4
9

2
：
2
3

2
7
8
：
3
6

件
数

3
5

4
2

1
2

8
8
8

1
5
5

3
7

1
9

1
3
0
0

時
間

1
6
：
2
6

2
3
：
2
0

1
：
0
7

1
：
5
0

8
：
5
0

5
1
：
3
3

1
7
9
：
3
8

3
1
：
2
9

9
：
3
1

0
：
5
1

2
7
3
：
0
2

※
年
間
の
飛
行
時
間
は
３
０
０
時
間
が
限
度
で
あ
る
が
、
耐
空
検
査
を
年
度
中
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
年
度
合
計
は
３
０
０
時
間
を
超
え
る
場
合
が
あ
る

令
和
２
年
度

平
成
２
６
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
３
０
年
度

通
　
常
　
運
　
航

緊
　
急
　
運
　
航

平
成
２
７
年
度

救
助

平
成
２
２
年
度

そ
の
他

防
災
訓

練
参
加

平
成
２
３
年
度

一
般
行
政

計
火
災
防
御

平
成
２
５
年
度

広
域
災

害
応
援

災
害
応
急

救
急

平
成
２
４
年
度

区
　
分

令
和
元
年
度

平
成
２
９
年
度

令
和
３
年
３
月
３
１
日
現
在

合
　
計

災
害
予
防
活
動

整
備

自
隊
訓
練

-83-



第６章 衛 星 車 載 局 の 運 用 体 制 
 

１ 収  容 

  福井県消防学校内 

 

２ 運用組織図  

   使用管理者 ──────運用統括責任者：運用総括業務      １名 

  （危機対策・防災課長）──通信機器操作員：通信機器類の操作、調整 ２名 

                        県庁統制局の操作、調整 １名 

             ──情報収集伝達員：情報の収集、伝達    ２名 

３ 運  用 

  ＜非常時の運用＞ 

災害発生もしくは発生する恐れがあるときに、災害の予防、被災後の救助および復旧な

どの災害対策等に必要な情報の収集・伝達を行う。 

  ＜平常時の運用＞ 

業務、事業、イベント等の紹介を行う。 

 

非常時および平常時とも映像情報の伝送を可能としていることにより、より詳細な状況

の把握、広報等が可能である。 

 

４ 主な仕様 

  ＜アンテナ装置＞ 

反射鏡部    オフセットパラボラ 有効開口径１．８ｍ 

駆動部     電動／手動 

衛星捕捉    ＧＰＳ等各種センサーおよび送受信装置受信偏波特性比較機による完

全自動衛星捕捉が可能 

  ＜送受信装置＞ 

画像系電力増幅部      飽和最大出力 ３００Ｗ以上（ＴＷＴ） 

個別通信系電力増幅部 飽和最大出力  ４０Ｗ以上（ＳＳＰＡ） 

  ＜端局装置＞ 

実装チャンネル数   個別最大通信回線用     ４CH 

           デジタル画像送信用     １CH 

           デジタル画像受信用     １CH 

デジタル画像変復調部 動 画：６Ｍbps 

＜その他端末装置＞ 

全県移動車載型無線装置    ２６０MHzデジタル通信 複信方式 

衛星自動車電話        衛星携帯・自動車電話対応 

簡易画像伝送装置       ５０GHz帯回線構成での画像伝送 
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